
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）  

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

城南警察署協議会 
 

 開催年月日時 
 令和８年９月１６日 午後４時００分 から 

 令和８年９月１６日 午後５時００分 まで 

開 催 場 所  城南警察署４階 大会議室 

 

 

 

出 席 者 

警察署協議会  副会長以下 ５名 

福岡大学 福岡大学生２名 

警 察 署 

署長、副署長、刑事管理官、総務課長、会計課長、

生活安全課長、地域課長、刑事第一課長、 

交通課長、警備課長、総務第二係長 

議 事 概 要 

 

（Ａ４） 

【署長挨拶（要旨）】 

 ○ 平素から警察活動の各般にわたり、ご理解とご協力を賜っておりますことを

厚くお礼申し上げる。 

 ○ 新たな警察署協議会委員をお迎えすることができ、大変心強く思う。 

 ○ 今回、オブザーバーとして福岡大学の学生２名にもご出席いただいており、

協議会委員の大学生と共に若い世代の視点から城南区の治安についてご意見

いただきたい。 

 <管内の治安情勢について> 

 ○ 特殊詐欺については、高齢者の被害も発生しているが、２０代・３０代の被

害も少なくないのが現状であり、なかでも投資詐欺は被害額が高額になる傾向

があり、この現状と対策について生活安全課長から報告させていただく。 

○ 城南区は窃盗犯に占める自転車盗の割合が県下平均と比較して高く、また被

害自転車の半数以上が無施錠の自転車である。今年から地域課を中心に自転車

の施錠を呼びかけを「ロックの日」として６が付く日に行っている。本日も６

の付く日であることから福岡大学と協力して活動したところである。自転車盗

対策について地域課長から報告させていただく。 

○ 本日は、城南区内の治安課題等につきまして、お気づきになられた点があれ

ば忌憚のないご意見をお願いする。 
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【自己紹介】 

 ○ 城南警察署協議会委員 

  

【報告事項】 

 １ ニセ電話詐欺の現状と対策について（生活安全課長） 

⑴  ニセ電話詐欺被害の現状及び分析 

⑵  注意すべき手口 

⑶  予防対策 

  

 ２ 自転車盗防止対策について(地域課長) 

 福岡県内・城南署の刑法犯発生状況 

   自転車盗の発生状況分析 

   城南ロックの日の取組み 

   令和８年の自転車盗発生状況・検挙活動の推進 

 

【質疑・意見・要望等】 

○ 委員から「ニセ電話詐欺対策として紹介があった「みまもっち」のおすすめ

ポイントを３つ挙げてほしい。」旨の質問があり、生活安全課長から「１つ目

は子供の見守りにも活用できる防犯ブザー機能や通報・位置情報の取得機能が

ある点、２つ目は登録した地域の犯罪情報が配信される点、３つ目は県警が開

発・運用していることで安心感があり、また犯罪発生の実態に即して実際の手

口の詐欺のシミュレーションも体験ができる点である。」旨の回答があった。 

○ 委員から「「みまもっち」について分かりやすい記事が、警察や関係機関が

発行する防犯資料に掲載されているが、現在の資料配布枚数では各自治会に行

き渡らないので各校区分配布していただきたい。」旨の意見があった。 

○ 委員から「署として国際電話遮断措置に取り組んでいるとのことであった

が、警察署に赴くことに抵抗がある人もいるので、以前区のイベントに警察官

が来て多くの申込みがあったと聞いている。地域のイベントに警察官を派遣し

てはどうか。」旨の意見があり、署長から「地域のイベントなどを把握した際

には、随時調整のうえ対応しているので、ご希望があれば生活安全課や交番へ

ご連絡いただきたい。」旨の回答があった。 

○ 委員から「特殊詐欺グループに参加する闇バイトの人間は加害者でもある

が、組織に利用されているだけという側面もあるのではないか。」旨の意見が

あり、署長から「警察としても闇バイトの危険性に関する広報啓発や、闇バイ
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トから抜け出したい旨の相談があれば保護対策をするなど各種取組を実施し

ている。」旨の回答があった。 

○ 委員から「インターネットサイトに登録すると不審な電話がかかってくるよ

うに感じるが、関係はあるのか。」旨の質問があり、署長から「特定のインタ

ーネットサイトに登録をしたことがきっかけとなるという事案は把握してい

ないが、不審電話対策として「みまもっち」等の詐欺対策アプリを活用してい

ただきたい。」旨の回答があった。 

○ 福岡大学生から「学生は被害に遭うという危機意識が低いと思うので、今回

のお話を聞き、特殊詐欺被害を体験できるアプリは非常に有効だと感じた。是

非若い世代が目にする機会の多いＳＮＳのリール広告などで広報啓発してほ

しい。」、委員から「若い世代に対する広報啓発は、目を引くショート動画など

にしてはどうか。」旨の意見があり、署長から「県警もインスタグラムなど各

種ＳＮＳで広報活動を実施しているので、ご意見については参考とさせていた

だく。」旨の回答があった。 

 

【閉会】 

  以上で、令和８年度第２回城南警察署協議会を閉会する。 

 

 


